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栄南中学校進路通信 第７５号

発行日：令和 ６年 ８月２９日

発行： 学習コンテストの結果はいかがでしたか？」進路係「

いい日旅立ち

大谷喜一記念財団「むすんでひらいて基金」奨学生

大谷喜一記念財団より中学校へ 「令和６年度奨学生募集要項」が届きました （通常 「令和、 。 、

７年度」と表記することが多いですが、要項通り「令和６年度」と記しました ）。

．応募資格１

（１） 北海道内の中学校に在学する３年生で高校進学（ 指定校あり）を希望する生徒。※

応募者多数の場合は公立高校合格者を優先とする。

※ 指定校は、数が多いため案内しませんが、札幌西高校、札幌東陵高校等、多くが

公立の全日制、定時制高校です。関心のある方は係（髙野）へお問い合わせくださ

い。コピーをお渡しします。

（２） 在学する学校の長から推薦を受けた生徒

（３） 各中学校からの推薦は原則最大２人

．奨学金支給額と定員２

（１） 月額１０，０００円を入学時から正規の最短修業年限の終期まで（返済不要）

（２） 定員は最大１００人

選考方法３．

（１） 中学２年生時の平均評定をベースとし、原則３．５以上であること。

（２） 前年の世帯年収、家族構成等を参考にします。家族全員の合計年収で６００万円以

上の高額所得がある方は、原則として応募をご遠慮ください。

（３） 願書に記載された「志望理由 「資格 「これまで努力したこと（部活動、生徒」、 」、

会役員活動、特技など 」及び「これから努力をしたいこと（志望校、将来の目標な）

ど 」などを基に審査します。）

☆ 校内〆切を９月１７日（火）といたします。希望者は、保護者から直接、係（髙野）宛に

電話連絡をお願いいたします。

１（３）に記しているように各中学校からの推薦は最大２人のため、願書も２枚

しかいただいておりません。そこで、保護者から連絡があっても願書をすぐにお渡

しはせず、校内で検討してからお渡しする予定です。ご理解ください。
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●クラーク記念国際高校
夏休み中にクラーク記念国際高校の教員対象の学校説明会に参加してきました。

会の中で生徒や保護者にも周知しておいた方がよいと思われることを記します。

①入試について

「基礎学力試験」と称して、一般入試は国語、数学、英語の３教科、推薦・自己推薦入試

は国語、数学、英語から選択による１教科が課せられます。その際、あまりにも点数が低い

場合（０点や０点に近い点数の場合 、不合格となることもあるといいます。理由は 「あ） 、

まりにも点数が低い生徒は高校での単位取得も厳しいであろう 」との考えからです。。

そこで 「勉強が苦手で基礎学力試験の得点は低いと予想されるが、やる気はある 」と、 。

いった生徒は、中学校経由でご相談くださいとのことです。

②入試日について

広域通信制高校の入試日は年々、早まる傾向にあります。しかし、クラーク記念国際高校

では卒業時期までしっかりと受験勉強に励んで欲しいという願いから、１番早い推薦・自己

推薦入試の１回目の入試日も１２月７日（土）に設定しれいるそうです。

③ｅスポーツコースについて

ｅスポーツコースは人気があり、機材の台数（ハード面）から定員以上の受け入れはでき

ないそうです。そのため、募集要項には一般入試３回目（３月２２日入試）まで募集してい

、 （ ）る旨が記されておりますが 昨年度は推薦・自己推薦入試２回目 来春は１２月２１日入試

で募集停止をしたそうです。

④スポーツ（男子サッカー専攻）コースについて

スポーツ（男子サッカー専攻）コースはコンサドーレ札幌との協力の関係もあり、１８名

以上の受け入れはできないそうです。

そこで、受け入れできない生徒の将来（今後の進路）を考慮し、出願前にある程度、教育

相談をさせていただくとのことです。

◎ｃｏｆｆｅｅ ｂｒｅａｋ 合格電報
昭和３０年代から平成初期にかけて大学の合否を電報を用いて知ることのできる時代がありま

した。私も利用した経験がありますが、大学入試が終わった後、業者（大学生のアルバイト？と

思われる方）に先払いでお金を支払っておくと、受験生の代わりに受験番号から合否を確認し、

電報を打ってくれるサービスでした。

さて、下の電報文はどこの大学の合格（不合格）電報でしょうか？

① 合格：エルムは招く 不合格：津軽海峡 波高し

② 合格：赤門開く 不合格：イチョウ散る

③ 合格：稲穂実る 不合格：稲穂散る

④ 合格：鯨が釣れた 不合格：鯨潮吹く

⑤ 合格：みちのくの春来たる 不合格：津軽の雪深し

⑥ 合格：房総の海は春を告げ君を待つ 不合格：成田空港 霧深し

⑦ 合格：天平の甍（いらか） 輝く 不合格：大仏の目に涙

解答 ①北海道大学 ②東京大学 ③早稲田大学 ④高知大学 ⑤弘前大学 ⑥千葉大学 ⑦奈良教育大学


